
Twitter における ALS Ice Bucket Challenge
拡散状況の基礎的考察

○篠田孝祐 栗原聡 （ 電気通信大学）

A Fundamental Consideration of Information Diffusion of
ALS Ice Bucket Challenge in the Twitter.

∗K. Shinoda and S. Kurihara (University of Electro-Communications)

概要– 2014年夏に ALS 研究を支援するための活動として Ice Bucket Challenge が世界的規模で行われた． Ice
Bucket Challenge (IBC) とは， チャレンジの指名を受けたものが， バケツに入った氷水を頭からかぶるか， 寄付
をするかを選択することを通して ALS の認知を狙ったものといわれている． この活動の拡散は， ソーシャルメ
ディ アの中でも , 主に YouTube や Facebook を中心に広がり を見せ， 有名人や政治家が参加の対象となったこと
で， 様々な国に広まり 世界的な現象となった． たが， その拡散の過程で Twitter は， 活動に対する感情や意見な
どが多く 寄せられたよう に思われる．
本研究では， Twitter での ALS に関わるリ ツイート データから ， Twitter がどのよう な役割を果たしたのか考察
するための基礎的知見を整理する

キーワード : 情報拡散, ALS, Twitter

1 ソーシャルメディ ア上での情報拡散の分析
ソーシャルメディ アにおける情報拡散を対象とした
研究はすでに多数存在する． 人から人へと情報が伝搬す
る現象に着目してモデル化した研究 2)3) や， 情報が伝
搬する場全体を力学的に計算するモデルの研究 9) など
の情報伝搬モデルの研究を始め， 拡散する情報の質的な
調査 5) や情報の検知手法の開発， 現象に関わるユーザ
の調査 7, 8) ， 情報が拡散することでできるネッ ト ワー
クの構造の分析 6)， 拡散のベースとなるネッ ト ワーク
モデルの研究 4) などがある．
これら ， 情報拡散を対象とした研究を行うためには，
日々雑多に流通する情報群から ， 拡散している情報を
切り 出し ， その拡散に関わっているユーザを適切に収
集して， その現象の基本的特徴を整理する必要がある．

2 アイス・ バケツ・ チャレンジ (Ice-Bucket-
Challenge)

アイスバケツチャレンジ (IBC)のルールは以下のも
のといわれている．

1. チャレンジを受けることを宣言し ， バケツに入っ
た氷水を頭からかぶる． そして， 次にチャレンジ
を受けてもらいたい人を指名する．

2. １ の様子を動画に撮影して， フェイスブックなど
ソーシャルメディ アに公開する．

3. 指名された人がチャレンジを受ける場合には， 寄
付するか， 氷水をかぶるかを 24 時間以内に選択
する．

これらは必ずしも強制されているわけではなく ， また
寄付の先が決まっているわけではないが， ALS のバケ
ツチャレンジ以降は 案に寄付先が ALS 協会を指して
いるチャレンジも存在すると思われる． ALSへの関心
とともに， 世界で広く 同時に社会的な関心が寄せられ
た稀有な事例といえる．
Facebookのブログ 1)によれば， Facebookに IBBに
関わる投稿が 2014年 9月 1日時点で 1700万件に達し

Table 1: 主な言語のツイート 数

en 3,659,069 es 472,216
nl 196,812 ja 177,347
fr 153,243 tr 115,999
de 113,806 pt 76,720
en-gb 62,961 th 49,410
it 46,059 id 40,438
ko 34,288 ar 34,208
ru 28,384 ca 23,592
sv 13,285 pl 11,115

4億人以上の人に動画が見られたとされている． 合わ
せて， この現象の拡散の始まり は， ボスト ンを起点と
して， 2014年 7月 15日ごろからアメ リ カ国内で， そ
して 8月半ばには日本を含めた世界各国へと広がった．
その拡散に合わせて， ソーシャルメディ ア上では， そ
の行為に対する賛否も増え， 9月頃には落ち着きを取
り 戻している．

3 ALS IBC 現象におけるリ ツイート
3.1 対象データの統計的特性

本論文で対象とするデータは， 2014.07.08から 09.16
までの約 2ヵ月間の間に Twitter上で，“ ALS” もしく
は“ Ice Bucket Chal-lenge ” を含むリ ツイート からな
るツイート 群である ． 総リ ツイート 数は， 10,596,460
のリ ツイート からなる． そして， それらリ ツイート は，
約 485万ユーザにによって行われたものであり ． メ ン
ショ ンされたユーザも加えると約 533万ユーザに上る．
このメンショ ン関係を ， ユーザをするネッ ト ワークと
して表現した場合， 約 533万ノ ード と約 936万エッジ
からなり ， ノ ード 数から考えると比較的スパースなネッ
ト ワーク構造となっているのではないかと想像される．
また， Twitter のユーザ情報における設定言語は， 66
言語にわたり 、 対象期間中に述べ 1万ユーザを超える
言語でも 18 言語 (“en”:英語, “nl”:オランダ語, “de”:
ド イツ語, “ca”: カタロニア語, “es”:スペイン語, “it”:
イタリ ア語, “en-gb”:イギリ ス英語, “ar”:アラビア語,
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Fig. 1: 使用言語事のユーザー数の分布: 縦軸は対数

Fig. 2: 設定言語ごとのリ ツイート 数の時間変化 (1日単位)::縦軸は対数表示

“pt”:ポルト ガル語, “fr”:フランス語, “id”:インド ネシ
ア語, “ja”:日本語, “ru”:ロシア語, “sv”:スエーデン語,
“tr”:ト ルコ語, “pl”:ポーランド 語, “th”:タイ語, “ko”:
韓国語) になる (Table 1 参照)． 設定言語であるため
Twitter で設定されている言語はおそらく 英語が多い
と思われるが， 3.7百万ユーザが英語の言語コード であ
る “en” を設定したユーザであり ， 本データの 7割が
英語を設定言語で用いているユーザであると考えられ
る． そこに， スペイン語の “es”， オランダ語の “nl”,
日本語の “ja” が続く ． これら言語ごとのユーザ数の分
布を示したものが Fig. 1になる． Twitter ユーザの設
定言語の分布などは， 手元にデータが無いため比較は
できないが， 同様にべき乗分布となるのではないかと
予想される．

本稿では， このよう な統計的特性を持つユーザの設
定言語に着目して， “ALS”に関わるであろう リ ツイー
ト の基本特性を整理し ， さらに設定言語間の関係性か
らなるネット ワーク構造の特徴を分析することで， デー
タの基本的な特性を俯瞰する．

なお， ここで用いているのは設定言語であるため， つ

ぶやかれた言語と必ずしも同一とは限らないが， 大半
のユーザが主な使用言語を設定しているのではないか
と考えている．

3.2 ALSに関するリ ツイート の時系列状況

続いて， 設定言語ごとの時系列変化を Fig.2, 3, 4, 5
に示す． 対象データの期間のなかでも特に 8月 11日か
ら 9月上旬まで多く のリ ツイート がされていることが
わかる． これら リ ツイート の時系列パターンには， 1)
8/16-23の一週間にわたって断続的に多く のリ ツイート
されているパターン． 2) 8/22,23 に大きなピークをも
つパターン 3) 全期間にわたって１ 日のリ ツイート 数が
十分にあるパターンの 3 タイプに分けられるよう に思
える． 多数の言語は 1)のパターン (Fig. 3参照) に当
てはまり ， 日本語や韓国語， インド ネシア語， ト ルコ
語, タイ語， 中国語などの英語圏から遠い言語が 2)の
パターン (Fig. 4参照)に含まれている． そしてオラン
ダ語, カタロニア語, ド イツ語, アラビア語などは 3)の
パターンに属する (Fig. 5参照)のではないかと考えら
れる．
これらのパターンの違いに関して具体的な理由まで
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Fig. 3: 8/16-23の期間にリ ツイート のピークがある設定言語 (1日単位):縦軸は対数表示

Fig. 4: 8/22-23にリ ツイート のピークがある設定言語 (1日単位):縦軸は対数表示

は明確になってはいないが， 言語間をまたがるような情
報伝搬において話題や時差などの何らかの影響があった
ものと考える． そして， 3)のパターンに関しては， ”als”
という 単語がオランダ語， ド イツ語, カタロニア語に
含まれていることが， このよう な時系列変化を生成し
ていること一因であることがわかった． 対数表示では
グラフは平坦にみえるが， グラフを Fig. 6のように線
形表示させると 8/17-27 ぐらいの期間でピークが現れ
るのが見て取れる． 現在， ALS IBC とは無関係なリ ツ
イート を削除する方法を検討している．
その一方でカタロニア語 “ca”では， 線形表示でも ，
ピークがほとんど見られない． カタロニア語は， 母国話
者として 300万人を超える言語で主にスペインの東部
で使用される言語であるが， 地域的に近いスペイン語
“es”では大きく リ ツイート されていることから ， スペ
イン語圏のなかでもスペインでは， ALS の話題が取り
上げられていなかったのではないかなどが推測される．

3.3 異なる言語間でのリツイート

つづいて， ALS の話題が言語間でどのように伝搬し
たのかを知るための手段の一つとして， メ ンショ ンツ
イート したユーザとそのメンショ ンの元になるユーザ
の設定言語が異なる言語間でのリ ツイート 数が多かっ
たもの 20組を Table 2 に示す．
表からは英語設定のユーザのツイート が各言語設定

Table 2: 異なる言語間で行われたリ ツイート の数

en ⇒ es 330,861 en ⇒ nl 189,800
en ⇒ th 171,339 nl ⇒ en 163,546

en-gb ⇒ en 132,956 en ⇒ pt 124,745
en ⇒ fr 124,701 en ⇒ en-gb 120,240
en ⇒ de 103,964 en ⇒ it 71,098
de ⇒ en 60,007 en ⇒ id 55,885
es ⇒ en 51,734 en ⇒ ja 48,146
ko ⇒ en 45,525 ca ⇒ es 43,876
en ⇒ tr 40,349 th ⇒ en 37,448
en ⇒ ar 29,424 en ⇒ ru 24,273

のユーザがリ ツイート している状況がわかる． もちろ
ん， 英語に設定しているユーザのすべてが英語を中心
に用いているユーザとは限らないが， 多少なり とも理
解があると想定すると ， 英語が中心的な役割を果たし
ているものと考えられる．

なお， この表では， 前節で述べた， 言語に “ALS”が
単語して含まれているユーザのリ ツイート が含めれて
いるため， “ALS”の話題の伝搬として見るには割り引
いて見る必要があるが， オランダ語， ド イツ語は英語
とカタロニア語はスペイン語のツイート をリ ツイート
することがそれなり にあることがわかる．
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Fig. 5: 特に大きなピークが存在しない設定言語 (1日単位):縦軸は対数表示

Fig. 6: 特に大きなピークが存在しない設定言語 (1日単位):縦軸は対数表示

4 まとめ
本稿では， “ALS”もしく は “ice bucket challenge”を
含むリ ツイート を収集したデータ群に関して， 基本的
な考察として， 統計的な特徴と ， 言語間でのリ ツイー
ト の関係について述べた． 本データを用いてこれから
は， 言語間での情報拡散状況の分析に必要な知見を集
めると共に， ある話題に対して情報の質的量的な変化
がどのよう におきて情報が拡散していく のかを明らか
にすることを検討している．
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